
講義「地域学」～～ふるさと納税を活用して袋井市の魅力を伝えよう～～ 

◇本市と静岡理工科大学は、平成25年６月に締結した包括連携協定に基づき、若者の視点 

で地域の課題解決または発展を図る具体的な施策を立案・発表し、社会で活躍する人材と

なる基礎力を習得することを目的に、「地域学講座」を共同で実施している（平成26年度から

実施しており今年度で11回目）。 
 

◇今年度は、「新たなふるさと納税体験型返礼品の開発」をテーマに実施。学生たちは、フィー 

ルドワークやグループワークを通して、返礼品となりうる本市のコンテンツを研究し、グルー 

プごとに「新たなふるさと納税体験型返礼品」の提案発表（プレゼンテーション）を行う。 

 理工科大生が地域のリアルな課題解決に挑む実践型の「地域学」を開催 

～今年のお題は、「ふるさと納税の体験型返礼品」の提案～ 

ふくろい 


